
 

資料２【平成２６年１２月１１日再提案（下線部が変更後の内容）】 

 

 

平成２６年度 １２月補正予算案の概要 

 

 

１ 総  括 

   地域における医療・介護サービスの提供体制の整備に要する経費とともに、県庁舎

等の電源喪失対策など県民生活に直結した事業について補正予算を編成した。 

  （議案提出後に事情の変化が生じたため、既提出の補正予算案を撤回し再提案を行う

もの。） 

                  

２ 補正予算の規模 

  一般会計 ３５億２，７８１万６千円   

  （補正後累計 １兆７，９６８億２，６６２万９千円）  

 

３ 主な内容 

 ○ 地域における医療・介護サービス提供体制の整備 

新地域医療介護総合確保基金の積み立て ３６億５，０３６万９千円 

・在宅歯科医療の推進体制の整備 ９，３９４万６千円 

 

 ○ 県庁舎等の電源喪失対策の推進 

  新都市ガス等による非常用発電機の整備 ８８９万５千円 

          ＜継続費の設定＞ 期間：平成２６年度から平成２８年度 

 総額：  １２億５，８８５万４千円 

  

４ 主な財源 

  ・ 国庫支出金 ２３億８，３８２万４千円 

  ・ 繰入金 ９，３９４万６千円 

  ・ 繰越金 １２億２，２９２万８千円 

  ・ 県債 △１億７，６００万円   


